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石津川水系河川整備計画（原案）に関する主な指摘事項と対応
	番号
	項
	指　摘　事　項
	対　　応

	1
	本編
P.7
2５行目
P.9
１4行目
	整備計画に、「河床低下」や「水質悪化」といった状況に対する原因について記載すること。
	（河床低下について）
河床低下に関しては、土砂供給が少なく細粒土砂成分が多いなどの河川特性が要因であることを追記しました。
（水質悪化について）
水質悪化の原因に関しては、工場・事業所からの排水等が要因であることを追記しました。

	2
	P.9
9行目
	水質の環境基準におけるD類型が悪い状態であることを記載すること。
	河川の環境基準のD類型が魚の生息には適していない水質であることを追記しました。

	３
	P.15
11行目
	石津川の洪水対策の横断図において、現況河床、現計画河床などが示されているが、住民にとってはわかりづらいため、表現を工夫すること。
	整備断面イメージに補足説明を追記しました。

	４
	P.16
図 2.4
	和田川の横断図において、堤防嵩上げが示されているが、既にH.W.Lより高い位置まで堤防高さはあり、嵩上げ整備がなぜ必要なのか表現を工夫すること。
	整備断面イメージに補足説明を追記しました。

	５
	P.17
8行目
	河川整備計画の構成に関して、整備計画の目標には「水利用」面が示されている一方、整備の実施事項には「水利用」面の節がないため、記載すること。
	国の通達と他府県における整備計画の記載内容も踏まえ、「水利用」に関する実施事項を追記しました。

	６
	P.19
9行目
	ため池の活用・保全に関して言及されているが、防災調整池についても治水上重要な役割をなすものであり、地元自治体と連携して活用・保全することを記載すること。
	調整池ついては、既存の暫定調整池を恒久的に存続させる制度にて保全を図ることを計画しており、その制度検討に関しては既に記載しています。

	７
	P.19
１５行目
	地域との連携に関しては、「河川改修の有無にかかわらず進めるべきもの」と「河川改修と併せて更なる展開を目指し進めるもの」に大別されると考えられる。地域連携の実効性をより高めるには、2つに切り分けて取り組むことを記載すること。
	河川管理と関わりの度合いに応じて記載内容を整理しました。


※第１回河川整備審議会以降の訂正箇所については整備計画に朱書きしています。
※上記のご指摘を受けて整備計画に対応した箇所については、下線を引いています。
※その他、語句の修正に関するご指摘への対応については、整備計画をご確認ください。
